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展示風景

〈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
報
告
〉

二
〇
一
八
年
四
月
十
七
日
〜
五
月
十
三
日

百
花
繚
乱　

日
本
の
漆
工 

　

本
展
で
は
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
寺
社
の
漆
工
品
三
件
、
館
蔵
品
の
絵

画
一
件
を
展
示
し
た
。
こ
の
う
ち
、
愛
知
・
七
寺
所
蔵
の
重
要
文
化
財
《
蓮れ

ん

池ち

蒔ま
き

絵え

懸か
け

子ご

》（
黒
漆
一
切
経
唐
櫃
の
う
ち
）
は
、
黒
漆
塗
の
地
に
金
銀
平
蒔
絵

で
蓮
花
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
平
安
時
代
に
公
家
の
大お

お

中な
か

臣と
み

安
長
ら
が
奉
納
し
た
一

切
経
を
お
さ
め
る
懸
子
と
知
ら
れ
る
。
蒔
絵
粒
の
大
き
さ
は
不
定
形
で
、
粉
の

密
度
は
不
揃
い
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
、
文
様
全
体
に
大
ら
か
な
印

象
を
与
え
て
お
り
、
蓮
茎
や
花
弁
の
し
な
や
か
さ
を
巧
み
に
描
写
し
て
い
る
。

　

次
に
紹
介
し
た
の
は
、
牡
丹
の
彫
り
あ
ら
わ
さ
れ
た
、
京
都
・
南
禅
寺
所
蔵

の
重
要
文
化
財
《
鎌か

ま

倉く
ら

彫ぼ
り

牡ぼ

丹た
ん

大だ
い

香こ
う

合ご
う

》
で
あ
る
。
円
筒
形
の
木
地
に
文
様
が

彫
ら
れ
、
朱
漆
を
塗
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
大
型
の
香
合
で
、
寺
院
の
什
器
を
中

心
に
多
く
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
彫
は
、
漆
を
幾
層
に
も
塗
り
重
ね
て
、
文
様
を
彫

り
あ
ら
わ
す
中
国
伝
来
の
技
法
に
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
本
作
は
唐
物
の
模

造
に
と
と
ま
ら
ず
、
百
花
の
王
の
力
強
さ
と
み
な
ぎ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
を
大
胆

に
表
現
し
て
い
る
。

　

会
場
中
央
に
は
、
和
歌
山
・
熊
野
速
玉
大
社
所
蔵
の
国
宝
《
菊き

く

唐か
ら

草く
さ

蒔ま
き

絵え

螺ら

鈿で
ん

手て

箱ば
こ

お
よ
び
内
容
品
》（
熊
野
速
玉
大
社
古
神
宝
類
の
う
ち
）
を
展
示
し
た
。

南
北
朝
時
代
・
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
頃
の
作
と
知
ら
れ
る
こ
の
手
箱
は
、

祭
神
の
た
め
の
化
粧
道
具
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
当
時
の
天
皇
、
上
皇
、
足
利
将
軍
、

諸
国
の
守
護
大
名
ら
が
分
担
し
て
調
進
し
た
、
膨
大
な
古
神
宝
類
の
一
部
で
あ

る
。本
作
は
金
梨
子
地
に
、七
色
に
光
沢
を
放
つ
螺
鈿
と
金
蒔
絵
と
に
よ
っ
て
、

徐
々
に
ほ
こ
ろ
ぶ
蕾
や
、
の
び
や
か
に
弧
を
描
く
蔓
な
ど
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

る
。
玉
な
る
手
箱
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
神
々
し
い
光
に
包
ま
れ
た
神
宝
で
あ

る
。

　

最
奥
に
配
さ
れ
た
屏
風
に
は
、
鶴
の
群
れ
と
小
雪
の
か
か
っ
て
霜
枯
れ
し
た

葦
と
が
描
か
れ
、
秋
か
ら
冬
へ
移
り
変
わ
る
さ
ま
を
我
々
に
告
げ
て
い
る
。

　

寒
さ
の
残
る
春
先
の
会
期
で
あ
っ
た
が
、
あ
え
て
テ
ー
マ
を
初
春
に
限
定
せ

ず
、
四
季
の
移
ろ
い
や
植
物
に
込
め
ら
れ
た
神
秘
的
な
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
る

展
示
を
行
っ
た
。 

（
菊
地
泰
子
）
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平
成
三
十
年
四
月
十
七
日
〜
五
月
十
三
日

洋
画
と
日
本
の
風
土

　

明
治
以
来
、
常
に
西
洋
の
新
し
い
芸
術
思
潮
の
影
響
の
も
と
に
発
展
を
遂
げ

て
き
た
日
本
の
洋
画
壇
で
あ
る
が
、
日
本
の
風
土
と
切
り
離
し
が
た
い
性
質
の

主
題
、
表
現
（
日
本
画
制
作
を
含
む
）
を
通
し
て
初
め
て
独
自
の
画
境
に
達
し

た
画
家
も
少
な
く
な
い
。
西
洋
の
前
衛
的
な
絵
画
を
憧
憬
し
、
そ
の
吸
収
に
明

け
暮
れ
た
の
ち
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
新
た
な
油
画
創
造
の
模
索
に
転
じ
、
自

己
と
日
本
（
あ
る
い
は
東
洋
）
と
の
関
係
性
を
問
い
直
そ
う
と
し
た
画
家
ら
の

激
し
い
葛
藤
が
し
の
ば
れ
る
。

　

岡
田
三
郎
助
、
鍋
井
克
之
、
林
重
義
、
中
川
紀
元
、
椿
貞
雄
な
ど
、
渡
欧
経

験
を
も
と
に
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
活
躍
し
た
作
家
ら
を
中
心
と
す
る
二
十
四

点
の
油
彩
作
品
を
展
観
し

た
。
人
物
（
裸
婦
、
神
話
、

肖
像
、
国
内
外
風
俗
）、
風

景
（
海
浜
、
山
岳
、
田
園
、

都
市
）、
静
物（
卓
上
瓶
花
・

果
物
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主

題
に
浮
か
ぶ
日
本
風
土
の
光

と
影
を
み
つ
め
、
画
家
そ
れ

ぞ
れ
の
創
作
意
欲
と
表
現
的

個
性
の
源
を
探
っ
た
。

 

（
知
念
理
）

平
成
三
十
年
四
月
十
七
日
〜
五
月
十
三
日

鉄
： 

ク
ロ
ガ
ネ
の
美

　

昨
年
度
開
催
し
た
特
別
展
「
木
×
仏
像
」、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
古
銅
の
美
」

に
引
き
続
き
作
品
の
素
材
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
観
。
今
回
は
鉄
に
注
目
し
、
全

五
十
四
点
に
よ
っ
て
ク
ロ
ガ
ネ
の
美
の
世
界
を
紹
介
し
た
。

　

鉄
湯
釜
（
大
阪
・
八
幡
神
社
）
は
延
元
五
年
（
一
三
五
〇
）
銘
を
持
つ
中
世

の
貴
重
な
遺
例
。
重
要
文
化
財
・「
極
楽
律
寺
」
銘
尾
垂
釜
（
本
館
蔵
・
中
島

小
一
郎
氏
寄
贈
）
は
在
銘
最
古
の
天
命
釜
と
し
て
著
名
な
も
の
。
こ
れ
に
加
え

て
芦
屋
釜
・
京
釜
、
形
象
釜
と
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
日
本
の
鉄
製
釜
の
大
ま

か
な
流
れ
を
追
っ
た
。ま
た
、岸
本
貫
之
助
氏
寄
贈
の
鉄
鐔
三
〇
点
を
中
心
に
、

鏡
、水
注
と
い
っ
た
鉄
製
工
芸
品
や
鐔
を
象
っ
た
根
付
な
ど
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

陶
磁
器
の
釉
薬
に
用
い
ら
れ
た
鉄
に
よ
る
化
学
変
化
の
妙
が
彩
を
そ
え
た
。

　

昨
年
「
古
銅
の
美
」
で
紹
介
し
た
作
品
と
は
ま
た
違
っ
た
味
わ
い
の
あ
る
こ

と
、
用
途
の
異
な
る
器
物
が
多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材

の
特
性
を
活
か
し
て
き
た
先
人
の
知
恵
で
あ

り
、
錆
の
違
い
を
も
含
め
て
愛
玩
し
て
き
た

好
事
家
た
ち
の
趣
向
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
館
金
工
品
の
顔
で
も
あ
る

「
極
楽
律
寺
」
銘
尾
垂
釜
の
銘
を
誤
読
し
て

き
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
詳
細
は
本
誌
掲
載

の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

（
児
島
大
輔
）

≪野と子供≫　中川紀元　 昭和7年（1932）
本蔵館（白川朋吉氏寄贈）
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展示風景

仙厓義梵≪布袋画賛≫
江戸時代・19世紀
大阪中之島美術館

平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
〜
六
月
十
日

炎
を
ま
と
う
尊
像
│
明
王
・
天
部
│

　

本
展
示
で
は
、
画
中
に
「
炎
」
が
描
か
れ
る
仏
教
絵
画
を
紹
介
し
た
。
炎
を

伴
う
尊
像
の
代
表
格
で
あ
る
明
王
の
作
品
を
中
心
に
、
仏
教
の
護
法
神
で
あ
る

天
部
の
う
ち
火
天
像
や
多
聞
天
像
な
ど
、
合
計
十
九
点
の
作
品
を
展
示
。

　

明
王
と
は
、
煩
悩
に
捕
ら
わ
れ
て
迷
う
人
々
を
屈
伏
さ
せ
教
化
す
る
、
密
教

特
有
の
尊
像
で
あ
る
。
そ
の
姿
は
怒
り
の
形
相
で
手
に
は
武
器
を
持
ち
、
燃
え

盛
る
火
炎
に
包
ま
れ
た
さ
ま
に
表
現
さ
れ
、
様
々
な
現
世
的
な
利
益
を
目
的
と

し
た
密
教
の
修
法
で
本
尊
と
し
て
掛
用
さ
れ
た
。

　

今
回
は
不
動
明
王
、
大
威
徳
明
王
、
愛
染
明
王
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
を
そ
れ

ぞ
れ
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
鎌
倉
時
代
）
巻
第
三
「
絵
仏
師
良
秀
、
家
の
焼
く

る
を
見
て
悦
ぶ
事
」、『
元
亨
釈
書
』（
虎
関
師
錬
著
、
一
三
二
二
年
）巻
第
十「
無

動
寺
相
応
」、『
愛
染
王
紹
隆
記
』
六
．
悉
地
速
疾
「
東
一
条
院
」
条
（
鎌
倉
時

代
）
を
参
照
し
作
成
。
コ
ラ
ム
は
ケ
ー
ス
内
に
配
置
し
、
鑑
賞
者
が
説
話
を
通

し
て
各
尊
へ
の
理
解
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
試

み
た
。

　

主
な
展
示
作
品
は
次
の
通
り
。
重
文
「
不

動
明
王
二
童
子
像
」（
太
山
寺
蔵
）、
同
「
愛

染
曼
荼
羅
図
」（
同
）、
同「
不
動
明
王
像（
黄

不
動
尊
）」（
観
音
寺
蔵
）、
同
「
多
聞
天
像
」

（
園
城
寺
蔵
）。

 

（
石
川
温
子
）

平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
〜
六
月
十
日

江
戸
禅
僧
の
戯
画　

白
隠
と
仙
厓

　

特
別
展
「
江
戸
の
戯
画
」
に
合
わ
せ
た
企
画
。
江
戸
時
代
、
機
智
と
ユ
ー
モ

ア
に
富
ん
だ
絵
画
を
画
い
た
の
は
、
耳
鳥
斎
・
北
斎
・
国
芳
と
い
っ
た
絵
師
た

ち
ば
か
り
で
は
な
い
。
高
僧
た
ち
も
ま
た
、
大
衆
の
教
化
を
進
め
る
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
数
多
く
の
書
画
を
制
作
し
た
。
な
か
で
も
駿
河
の
白
隠
慧
鶴
（
一

六
八
五
〜
一
七
六
八
）
と
博
多
の
仙
厓
義
梵
（
一
七
五
〇
〜
一
八
三
七
）
は
、

と
も
に
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
高
名
な
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な

禅
画
を
数
多
く
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

本
展
で
は
、
二
〇
二
一
年
度
に
開
館
を
予
定
し
て
い
る
大
阪
中
之
島
美
術
館

所
蔵
の
山
本
發
次
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
、
両
者
の
ま
さ
に
「
戯
画
」

と
呼
ぶ
べ
き
洒
脱
で
楽
し
い
作
品
十
八
件
を
選
ん
で
陳
列
し
た
。
彼
ら
の
禅
画

を
理
会
す
る
に
は
、
一
般
の
書
画
で
見
ら
れ
る
画
面
構
成
や
筆
墨
の
妙
を
鑑
賞

す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
識
さ
れ
た
画
賛
を
読
ん
で
、
そ
の
内
容
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
白
隠
の

作
品
に
は
、
深
い
含
蓄
が
あ
り
、
難

度
が
高
い
。
こ
の
度
の
展
示
に
あ
た

っ
て
は
、
全
て
の
作
品
に
つ
い
て
賛

文
の
釈
文
を
付
し
、
解
説
で
そ
の
内

容
を
で
き
る
だ
け
平
易
に
記
す
よ
う

努
め
た
。

 

（
弓
野
隆
之
）
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平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
〜
六
月
十
日

翰か
ん

墨ぼ
く

流る

香こ
う

│
清
時
代
の
書
画
│

　

本
展
で
は
、
中
国
清
時
代
の
書
画
と
し
て
康
煕
・
乾
隆
期
か
ら
清
末
・
民
国

初
期
ま
で
の
館
蔵
お
よ
び
寄
託
の
作
品
を
三
部
に
分
け
て
展
観
し
た
。
第
一
部

で
は
、
指
頭
画
の
名
手
で
あ
る
高
其
佩
（
一
六
六
〇
〜
一
七
四
三
）
の
花
鳥
画

や
揚
州
八
怪
の
李
鱓
（
一
六
八
六
〜
一
七
五
六
）
と
金
農
（
一
六
八
七
〜
一
六

八
七
）
の
墨
竹
な
ど
、
筆
墨
に
妙
趣
の
あ
る
作
品
を
選
び
展
示
し
た
。
第
二
部

で
は
、
十
八
・
十
九
世
紀
の
来
舶
清
人
の
絵
画
と
し
て
、
彼
ら
が
長
崎
や
京
都

に
滞
在
し
た
折
に
描
い
た
作
品
な
ど
、
日
本
で
の
足
跡
や
交
友
が
う
か
が
え
る

も
の
を
中
心
に
選
定
し
た
。
第
三
部
で
は
、
二
〇
一
七
年
度
の
寄
贈
に
よ
っ
て

新
収
蔵
品
と
な
っ
た
作
品
を
中
心
に
、
特
に
清
末
か
ら
民
国
初
期
に
活
躍
し
た

書
画
家
の
作
品
を
集
め
た
。

　

清
時
代
の
書
画
は
多
様
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
日
本
の
画
壇
に
も
親
し

ま
れ
た
文
人
画
を
主
と
し
て
構
成
し

た
。
技
巧
的
な
習
熟
よ
り
も
、
運
筆
に

心
を
配
り
内
面
に
深
化
し
た
作
品
か
ら

は
、
作
家
の
等
身
の
人
間
性
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
旧
蔵
者
・
中

村
由
次
郎
氏
と
清
末
の
名
士
た
ち
の
交

際
が
偲
ば
れ
る
書
跡
な
ど
、
作
品
を
通

し
て
み
る
文
雅
の
交
わ
り
も
、
本
展
の

見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

 

（
森
橋
な
つ
み
）

平
成
三
十
年
七
月
六
日
〜
十
八
日
、
七
月
三
十
一
日
〜
九
月
一
日

赤
松
麟
作

　

赤
松
麟
作
（
一
八
七
八
〜
一
九
五
三
）
は
岡
山
県
津
山
市
出
身
の
洋
画
家
で

あ
る
。
大
阪
で
山
内
愚
僊
か
ら
油
絵
を
学
ん
だ
後
、
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し

黒
田
清
輝
に
師
事
、
同
校
卒
業
後
は
中
学
校
（
津
・
新
宮
）
の
教
師
を
経
て
大

阪
朝
日
新
聞
社
に
入
社
、
挿
絵
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ
の
間
、
風
俗
画
、

人
物
画
を
軸
に
文
展
で
の
評
価
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
画
塾
を
開
き
優
れ
た

弟
子
を
多
数
育
成
す
る
な
ど
、
大
阪
洋
画
壇
の
発
展
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た

し
た
。
代
表
作
《
夜
汽
車
》（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
）
を
は
じ
め
、

そ
の
作
品
は
現
代
に
も
色
あ
せ
る
こ
と
の
な
い
質
実
な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
精
華
と

し
て
評
価
さ
れ
る
。

　

当
館
で
は
近
年
も
新
た
に
赤
松
関
係
作
品
の
寄
贈
を
受
け
て
お
り
、
油
彩
以

外
に
も
女
性
像
パ
ス
テ
ル
画
、

大
阪
名
所
風
景
木
版
画
、
洒
脱

な
淡
彩
花
鳥
画
、絵
巻
画
稿
類
、

ま
た
ブ
ロ
ン
ズ
作
品
も
加
え
て

内
容
的
充
実
を
み
た
。
大
正
期

以
来
の
油
彩
作
品
と
こ
れ
ら
新

収
蔵
作
品
を
合
わ
せ
た
計
18
件

に
よ
り
赤
松
麟
作
の
多
才
な
画

業
を
振
り
返
っ
た
。

 
（
知
念
理
）

高其佩≪花鳥冊≫のうち
清・康熙25年（1686）　本館蔵

展示風景
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≪水注≫　ブッケロ　紀元前７世紀
本館蔵（ピゴリーニ博物館寄贈）

平
成
三
十
年
七
月
六
日
〜
十
八
日
、
七
月
三
十
一
日
〜
九
月
一
日

涼り
ょ
う

風ふ
う

颯さ
つ

々さ
つ

│
夏
の
や
き
も
の
│

　

学
芸
員
と
し
て
働
く
中
で
、
絵
画
や
彫
刻
に
比
べ
て
、
や
き
も
の
を
美
術
館

で
鑑
賞
す
る
と
い
う
こ
と
に
興
味
関
心
の
あ
る
方
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
や
き
も
の
の
多
く
が
芸
術
作
品
で
は
な
く
実
用
品
と
し
て
作
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
や
き
も
の
に
は
美

術
的
観
点
の
ほ
か
、
考
古
学
、
歴
史
学
、
化
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
た
め
、
却
っ
て
ど
こ
に
焦
点
を
当
て
て
よ
い
の
か
混
乱
す
る

た
め
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
考
え
か
ら
、
本
展
示
は
や
き
も
の
鑑
賞
入
門

と
し
て
純
粋
に
視
覚
的
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し
た
。
展
示
期
間

が
夏
の
暑
い
時
季
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、「
涼
や
か
さ
」
が
見
ど
こ
ろ
の
作
品

を
二
つ
の
展
示
室
に
わ
た
り
紹
介
し
た
。

　

第
一
室
に
は
、中
国
・
朝
鮮
の
青
磁
、青
白
磁
、

白
磁
、
藍
釉
を
中
心
に
、
寒
色
系
で
透
明
感
の
あ

る
色
あ
い
や
、硬
質
で
シ
ャ
ー
プ
な
造
形
の
も
の
。

第
二
室
は
、
中
国
景
徳
鎮
窯
や
伊
万
里
焼
の
染
付

磁
器
を
中
心
に
、
雪
や
氷
、
水
辺
の
い
き
も
の
な

ど
、
涼
風
が
吹
き
抜
け
る
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
を
展
示
し
た
。
そ
の
一
角

で
、
貝
や
蟹
、
海
老
な
ど
の
水
中
生
物
を
か
た
ど

っ
た
作
品
を
集
め
て
「
や
き
も
の
水
族
館
」
を
演

出
し
た
の
は
担
当
者
の
遊
び
心
で
あ
る
。

 

（
杉
谷
香
代
子
）

平
成
三
十
年
七
月
六
日
〜
十
八
日
、
七
月
三
十
一
日
〜
九
月
一
日

古
代
イ
タ
リ
ア
の
息
吹
│
エ
ト
ル
ス
ク
美
術
│

　

エ
ト
ル
ス
ク
美
術
と
は
、
紀
元
前
八
世
紀
頃
よ
り
イ
タ
リ
ア
の
地
に
高
度
に

発
達
し
た
文
化
を
開
花
さ
せ
た
、
古
代
民
族
エ
ト
ル
リ
ア
人
に
よ
る
美
術
活
動

や
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。
エ
ト
ル
リ
ア
で
は
、
死
後
も
生
前
と
同
じ
よ
う
に
豊

か
な
生
活
を
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
地
下
邸
宅
の
よ
う
な
墓
を
築
い
た
が
、
現

存
す
る
エ
ト
ル
ス
ク
美
術
の
多
く
は
、
そ
う
し
た
墓
地
遺
跡
の
ほ
か
聖
域
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
あ
る
。

　

当
館
所
蔵
の
エ
ト
ル
ス
ク
美
術
の
多
く
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）・

三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
の
二
回
に
わ
た
り
ロ
ー
マ
に
あ
る
ピ
ゴ
リ
ー
ニ
先
史

民
族
学
博
物
館
（M

useo N
azionale Preistorico Etonografico “

Luigi 

Pigorini”

）
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
や
き
も
の
を
中
心
に
総
数
百

六
十
五
件
に
及
び
、日
本
で
は
数
少
な
い
ま
と
ま
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

本
展
示
で
は
、〔
エ
ト
ル
ス
ク
美
術
の
幕
開
け　

ヴ
ィ
ッ
ラ
ノ
ー
ヴ
ァ
文
化
〕

〔
エ
ト
ル
ス
ク
美
術
の
最
盛
期
〕〔
エ
ト
ル
ス
ク
美
術
の
終
焉　

ロ
ー
マ
化
し
て

い
く
時
代
〕
の
三
章
に
分
け
て

紹
介
し
た
。
最
盛
期
の
ブ
ッ
ケ

ロ
（
黒
陶
）
や
テ
ラ
コ
ッ
タ
の

瓦
飾
り
に
、
エ
ト
ル
リ
ア
人
が

も
つ
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
や
高

い
製
作
技
術
が
う
か
が
え
る
。

 
（
杉
谷
香
代
子
）

展示風景
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木造 ≪不動明王立像≫
平安時代 兵庫・太山寺

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日
〜
九
月
一
日

日
本
・
中
国
の
仏
教
彫
刻

　

中
国
南
北
朝
時
代
か
ら
明
時
代
に
い
た
る
千
年
間
の
仏
教
彫
刻
、
そ
し
て
平

安
、
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
す
る
日
本
の
仏
教
彫
刻
を
四
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
り
展

示
し
た
。

　

ま
ず
日
本=

﹇
仏
像
め
ぐ
り　

京
都
・
大
阪
・
奈
良
・
兵
庫
﹈
で
は
、
当
館

に
ご
寄
託
い
た
だ
い
て
い
る
作
品
の
う
ち
、
四
府
県
に
所
在
す
る
峯
定
寺
・
成

相
寺
・
三
室
戸
寺
、
専
修
寺
・
大
門
寺
、
新
薬
師
寺
・
薬
師
寺
、
太
山
寺
ご
所

蔵
の
仏
像
を
紹
介
し
た
。

　

中
国=

﹇
北
魏
の
優
品
を
中
心
に
﹈
で
は
、
当
館
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
代

表
す
る
南
北
朝
時
代
北
魏
の
小
型
像
を
、
続
く﹇
山
西･
天
龍
山
石
窟
将
来
像
﹈

で
は
、
今
年
、
天
龍
山
石
窟
が
建
築
史
家
・
関
野
貞
に
よ
り
再
発
見
さ
れ
て
か

ら
百
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
当
館
所
蔵
の
天
龍
山
石
窟
将
来
像
を
一
堂

に
展
示
し
た
。
最
後
に
﹇
中
国
仏
教
彫
刻
の
千
年
﹈
と
し
て
、
中
国
彫
刻
の
歴

史
的
変
遷
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
南
北
朝
〜
隋
・
唐
そ
し
て
明
時
代

ま
で
の
代
表
的
な
仏
像
を
年
代
順
に
配
置
し
た
。

　

当
館
は
世
界
有
数
の
中
国
彫
刻
を
所
蔵

す
る
が
、
各
地
の
寺
院
よ
り
多
く
の
仏
像

を
ご
寄
託
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

よ
う
な
特
別
展
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
展
示

が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
ご
高
配
に
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。 

（
齋
藤
龍
一
）

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日
〜
九
月
一
日

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
！ 

│
金
と
墨
│

　

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
（
ビ
オ
ン
ボ
）
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
び

ょ
う
ぶ
」（
屛
風
）
の
こ
と
。
日
本
の
屏
風
絵
が
南
蛮
貿
易
を
通
じ
て
は
る
か

異
国
に
も
た
ら
さ
れ
愛
好
さ
れ
た
名
残
り
を
う
か
が
わ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。
珍

奇
な
主
題
を
描
く
折
り
畳
み
式
の
画
面
は
、
当
時
の
異
国
人
た
ち
に
た
い
へ
ん

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
印
象
を
与
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
一
方
、
彼
ら
ほ
ど
で
は
な
い

に
し
て
も
、
生
活
様
式
の
変
化
が
進
む
今
日
で
は
、
日
本
人
の
眼
に
も
、
伝
統

的
な
屏
風
絵
が
次
第
に
見
慣
れ
な
い
絵
画
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

屏
風
絵
の
魅
力
を
演
出
す
る
「
金
と
墨
」
の
取
り
合
わ
せ
を
、
①
絵
師
の
実

力
を
示
す
シ
ン
プ
ル
か
つ
雄
渾
な
筆
致
が
そ
の
ま
ま
迫
力
あ
る
造
形
と
な
る

「
総
金
地
に
墨
」、
②
超
俗
性
や
清
雅
な
ム
ー
ド
を
導
き
寄
せ
、
繊
細
な
装
飾
感

覚
を
感
じ
さ
せ
る
「
墨

画
に
金
泥
」
の
二
方
向

に
分
け
、
狩
野
山
楽
、

長
谷
川
等
伯
、
海
北
友

松
、
雲
谷
等
益
ら
桃
山

か
ら
江
戸
時
代
の
主
に

漢
画
系
諸
派
に
よ
る
館

蔵
・
寄
託
の
優
品
八
点

を
紹
介
し
た
。

 
（
知
念
理
）

≪烏梟図≫　長谷川等伯
江戸時代・慶長12年（1607）本館蔵



─ 66 ─

展示風景

展示風景

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日
〜
九
月
一
日

動
物
を
描
く
│
近
世
・
近
代
の
日
本
絵
画
│

　

本
展
示
は
、
展
示
期
間
が
夏
休
み
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
も
親

し
み
や
す
い
動
物
を
描
い
た
作
品
を
見
せ
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
平
成
三
十
年
が
戌
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
当
館
の
収
蔵
品
第
一
号
で
橋

本
関
雪
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
「
唐
犬
」
を
年
内
に
展
示
し
た
い

と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
担
当
分
野
で
あ
る
近
世
お
よ
び
近
代

の
日
本
画
か
ら
動
物
を
描
い
た
作
品
を
選
ん
で
展
示
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

近
世
絵
画
の
作
品
と
し
て
は
、森
徹
山「
寒
月
狸
図
」、岸
駒「
牡
丹
孔
雀
図
」、

関
蓑
洲
「
象
図
」
な
ど
、
江
戸
時
代
後
期
に
京
坂
で
活
躍
し
た
絵
師
を
中
心
に

十
三
点
を
展
示
し
た
。
近
代
日
本
画
は
、
前
述
の
「
唐
犬
」
の
ほ
か
、
同
じ
く

関
雪
の
「
相
牛
図
」（
個
人
蔵
）、
金
島
桂
華
「
朝
霧
」、
榊
原
紫
峰
「
朝
靄
」

の
四
点
だ
け
で
あ
る
が
、い
ず
れ
も
大
画
面
で
見
応
え
の
あ
る
作
品
を
選
ん
だ
。

ま
た
、
展
示
全
体
を
通
し
て
、
で
き
る
だ
け
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
動
物
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
心
掛
け
た
。

　

や
や
異
色
な
も
の
と
し
て
、塩
川
文
麟「
四

神
四
獣
図
」（
個
人
蔵
）
も
展
示
し
た
。
四

神
（
青
龍
・
朱
雀
・
白
虎
・
玄
武
）
を
、
祇

園
祭
の
南
観
音
山
を
飾
る
天て

ん

水み
ず

引ひ
き

の
下
絵
と

し
て
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
頃
に
描
い

た
も
の
で
あ
る
。

 

（
秋
田
達
也
）

平
成
三
十
年
九
月
二
十
二
日
〜
十
月
二
十
一
日

お
お
さ
か
の
仏
教
美
術
１

　

大
阪
は
六
世
紀
に
仏
教
流
伝
の
入
口
と
な
っ
た
難
波
津
、
聖
徳
太
子
が
建
立

し
た
四
天
王
寺
を
擁
す
る
な
ど
、
日
本
仏
教
史
上
重
要
な
地
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
時
を
経
る
こ
と
約
一
四
五
〇
年
、
長
い
時
間
に
醸
成
さ
れ
た
信
仰
を

映
し
出
す
、
様
々
な
文
化
財
が
現
在
大
阪
府
下
の
寺
社
に
伝
来
し
て
い
る
。

　

本
展
示
で
は
、
当
館
が
大
阪
府
下
の
寺
社
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
作
品
の

一
部
を
ご
紹
介
し
た
。
浄
土
信
仰
、
釈
迦
信
仰
、
祖
師
信
仰
に
纏ま

つ

わ
る
絵
画
、

彫
刻
、
金
工
作
品
な
ど
、
合
計
十
五
点
を
展
示
。

　

今
回
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、
国
内
外
か
ら
の
来
館
者
に
大
阪
の
寺
社

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
近
畿
一
円
の
寺
社
よ
り
文
化
財
を
寄
託

さ
れ
、
寺
社
に
代
わ
っ
て
保
存
と
公
開
を
行
う
と
い
う
開
館
以
来
の
当
館
の
事

業
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
し
た
。

　

主
な
展
示
作
品
は
次
の
通
り
。
重
文

「
文
殊
渡
海
図
」（
叡
福
寺
蔵
）、
同
「
当

麻
曼
荼
羅
」（
実
相
寺
蔵
）、
同
「
仏
涅

槃
図
」（
長
宝
寺
蔵
）、
同
「
澤
庵
和
尚

像
」（
祥
雲
寺
蔵
）、
同
「
金
銅 

菩
薩

半
跏
像
」（
観
心
寺
蔵
）、
同
「
銀
製
鍍

金 
光
背
」（
四
天
王
寺
蔵
）。 

 

（
石
川
温
子
）
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展示風景

≪黄釉緑彩　水注≫
長沙窯唐時代
本館蔵（山口コレクション）

平
成
三
十
年
九
月
二
十
二
日
〜
十
月
二
十
一
日

山
口
謙
四
郎
の
眼

　

山
口
謙
四
郎
は
山
口
銀
行
（
現
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
一
部
）
の
創
業
者
で

あ
る
三
代
目
山
口
吉
郎
兵
衛
の
四
男
と
し
て
、
大
阪
船
場
で
生
ま
れ
た
財
界
人

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
中
国
石
造
彫
刻
を
中
心
に
多
く
の
作
品
を
蒐
集
し
、
当

時
か
ら
海
外
で
も
知
ら
れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。
大
阪
市
立
美
術
館
は

没
後
ご
遺
族
よ
り
そ
の
彫
刻
百
二
十
五
点
を
得
た
の
ち
、
さ
ら
に
中
国
陶
磁
・

金
工
な
ど
九
十
九
点
を
収
蔵
し
て
い
る
。

　

今
年
、
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
蔵
か
ら
四
十
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
、

中
国
陶
磁
・
金
工
を
中
心
と
す
る
作
品
群
を
二
展
示
室
に
わ
た
っ
て
紹
介
し

た
。
こ
の
よ
う
に
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
各
ジ
ャ
ン
ル
を
一
堂
に
展
示
す
る
機

会
は
数
十
年
ぶ
り
で
あ
る
。

　

生
前
、
山
口
謙
四
郎
は
自
ら
の
蒐
集
に
つ
い
て
多
く
を
語
っ
て
お
ら
ず
、
ま

た
購
入
記
録
の
よ
う
な
書
類
も
失
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
展
示
室
に
並

ぶ
作
品
群
が

│
そ
れ
ら
は
制
作
さ
れ
た
年
代
・
地
域
も
様
々
で
あ
る
が
、
都

ぶ
り
の
作
品
よ
り
も
む
し
ろ
少
数
民
族
の
文
化
を
含
む
地
方
性
色
濃
い
作
品
が

多
い
こ
と
、
華
美
で
は
な
く
渋

く
趣
の
あ
る
作
品
が
多
い
こ
と

な
ど

│
山
口
謙
四
郎
の
眼
差

し
を
雄
弁
に
語
り
か
け
て
い

た
。 

 

（
齋
藤
龍
一
）

平
成
三
十
年
九
月
二
十
二
日
〜
十
月
二
十
一
日

人
物
を
描
く
│
美
人
画
と
自
画
像
│

　

本
展
示
は
、
肖
像
芸
術
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別
展
「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
展
」

と
展
示
期
間
が
重
な
っ
て
い
た
た
め
、
日
本
に
お
け
る
人
物
画
を
あ
わ
せ
て
展

示
す
る
こ
と
で
肖
像
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
企
画
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
に
修
理
さ
れ
た
中
村
貞
以「
芸
能
譜
」

の
御
披
露
目
お
よ
び
、
平
成
三
十
一
年
度
に
修
理
予
定
の
北
野
恒
富
「
星
」
の

現
状
で
の
見
納
め
の
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
近
代
の
日

本
画
家
た
ち
に
よ
る
美
人
画
を
中
心
に
展
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
美
人
画
を
同
時
代
の
洋
画
家
た
ち
に
よ
る
自
画
像
と
比
較
展
示
す
る
こ

と
で
、
理
想
化
さ
れ
た
美
人
画
と
現
実
と
向
き
合
う
自
画
像
を
対
比
さ
せ
た
い

と
考
え
た
。

　

美
人
画
の
作
品
と
し
て
は
、
前
述
の
二
作
品
の
他
、
当
館
の
代
表
作
の
一
つ

で
あ
る
上
村
松
園
「
晩
秋
」、
鏑
木
清
方
「
春
雨
」（
個
人
蔵
）、
北
野
恒
富
「
夜

桜
」
な
ど
計
六
点
を
展
示
し
た
。
洋
画
は
、
中

川
一
政
「
自
画
像
」、
村
山
槐
多
「
自
画
像
」、

田
川
寛
一
「
二
十
歳
の
自
画
像
」
な
ど
六
点
で

あ
る
。
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
近
代

大
坂
で
活
躍
し
た
女
性
日
本
画
家
・
島
成
園
が

自
ら
を
描
い
た
「
無
題
」
お
よ
び
「
自
画
像
」

の
二
点
を
配
し
た
と
こ
ろ
が
、
本
展
示
の
一
つ

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

（
秋
田
達
也
）
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展示風景

≪天発神讖碑≫（部分）
呉・天璽元年（276）
本館蔵（師古斎コレクション）

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日
〜
三
十
一
年
一
月
十
四
日

江
左
の
風
流
│
六
朝
石
刻
書
法
│

　

三
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
、
長
江
東
岸
の
建
業
・
建
康
（
今
の
南
京
）

を
都
に
、
呉
・
東
晋
・
宋
・
斉
・
梁
・
陳
の
六
つ
の
漢
民
族
王
朝
が
相
継
い
で

興
隆
し
た
。
貴
族
た
ち
は
爛
熟
し
た
文
化
を
育
み
、
王
羲
之
ら
が
尺
牘（
書
簡
）

な
ど
に
妍
妙
な
書
を
競
っ
て
い
た
。
ま
た
南
北
朝
時
代
と
も
呼
ば
れ
る
当
時
、

北
方
で
は
石
碑
な
ど
に
刻
さ
れ
た
書
法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

　

十
八
世
紀
前
半
、
阮
元
は「
南
北
書
派
論
」で「
南
派
は
乃
ち
江
左
の
風
流
、

疏
放
妍
妙
、
啓
牘
に
長
ず
」「
北
派
は
則
ち
中
原
の
古
法
、
拘
謹
拙
陋
、
碑
榜

に
長
ず
」
と
両
者
を
判
然
と
区
分
し
た
。
し
か
し
、
同
世
紀
末
に
な
っ
て
康
有

為
が
『
広
芸
舟
双
楫
』
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
禁
碑
令
が
出
た
た
め
に
数
こ
そ

少
な
い
が
、
南
朝
で
も
優
れ
た
石
刻
の
遺
例
が
存
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
は
、
康
有
為
も
取
り
あ
げ
た
「
谷
朗
碑
」「
天
発
神
讖
碑
」「
禅
国
山

碑
」「
葛
祚
碑
」
の
呉
碑
四
種
か
ら
、
梁
の
「
太
祖
神
道
闕
」「
瘞
鶴
銘
」「
天

監
井
欄
題
字
」「
蕭
憺
碑
」
に
至
る
貴
重
な
南
碑
の
遺
例
十
一
件
と
鏡
銘
一
件

を
陳
列
し
た
。
本
展
は

ま
た
、
平
成
二
十
九
年

度
に
修
復
を
終
え
た

「
天
発
神
讖
碑
」整
本
の

初
公
開
を
兼
ね
た
も
の

で
あ
っ
た
。

 

（
弓
野
隆
之
）

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日
〜
三
十
一
年
一
月
十
四
日

辻　

愛
造
を
歩
く
│
昭
和
風
景
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
│

　

辻
愛
造(

一
八
九
五
〜
一
九
六
四)

は
大
阪
市
生
ま
れ
の
洋
画
家
で
あ
る
。

初
め
赤
松
麟
作
に
師
事
、
そ
の
後
上
京
し
て
太
平
洋
画
会
研
究
所
で
学
ん
だ
の

ち
大
阪
に
戻
り
、「
艸
園
会
」
の
結
成
に
参
加
し
た
。
岸
田
劉
生
を
中
心
と
す

る
「
草
土
社
」
の
強
い
影
響
の
も
と
に
制
作
し
、
院
展
、
春
陽
会
の
ほ
か
、
洋

画
部
が
設
け
ら
れ
た
国
展
（
国
画
創
作
協
会
、
の
ち
国
画
会
）
に
京
阪
神
の
名

所
・
遊
楽
地
を
活
写
し
た
風
俗
画
で
連
続
入
選
し
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
モ
ダ
ニ

ズ
ム
が
交
じ
り
合
う
個
性
豊
か
な
画
風
を
確
立
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
辻
の

制
作
は
都
市
の
喧
騒
を
離
れ
、
ひ
な
び
た
農
・
漁
村
風
景
に
題
材
を
求
め
て
風

景
画
家
と
し
て
の
新
境
地
を
開
い
て
い
っ
た
。

　
《
道
頓
堀
夜
景
》（
昭
和
四
年
）

以
外
ほ
と
ん
ど
が
未
紹
介
で
あ
っ

た
昭
和
初
期
の
風
俗
画
、
戦
後
の

風
景
画
を
中
心
に
、
木
版
画
や
素

描
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
の
資
料
類
を

合
わ
せ
た
総
数
四
十
四
件
を
紹
介

し
、
こ
の
画
家
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
も
い
う
べ
き
昭
和
風
景
│
都
市

と
自
然
│
の
魅
力
を
振
り
返
っ

た
。

 

（
知
念
理
）
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平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日
〜
平
成
三
十
一
年
一
月
十
四
日

め
で
た
づ
く
し
│
鍋
島
焼
の
吉き
っ

祥し
ょ
う

文も
ん

様よ
う

│

　

江
戸
時
代
、
九
州
・
佐
賀
藩
か
ら
将
軍
家
へ
の
献
上
品
と
さ
れ
た
鍋
島
焼
。

格
調
を
高
く
保
つ
た
め
に
厳
し
く
規
格
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
器
種
は
高
い
高こ

う

台だ
い

を
も
つ
深
い
丸
皿
が
中
心
で
あ
る
。
絵
付
け
に
は
、
抑
制
の
効
い
た
染
付
線

で
輪
郭
を
引
き
、
そ
の
中
を
赤
・
緑
・
黄
と
い
う
限
ら
れ
た
色
数
の
上
絵
具
で

塗
る
色
絵
技
法
が
と
ら
れ
た
。

　

鍋
島
焼
の
文
様
に
は
、
献
上
と
い
う
目
的
か
ら
、
お
め
で
た
い
意
味
や
幸
福

へ
の
願
い
を
託
し
た
文
様
│
│
吉
祥
文
様
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
多
く
は
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
日
本
に
浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
だ
が
、
日

本
独
自
の
吉
祥
文
様
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
吉
祥
寓
意
の
中
で

も
、
鍋
島
焼
に
は
将
軍
家
を
は
じ
め
と
し
た
献
上
・
贈
答
先
の
永
続
的
な
繁
栄

を
願
う
文
様
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
本
展
示
で
は
〔
歳
寒
三
友
と
め
で
た

き
文
様
〕〔
長
寿
延
命
と
厄
除
け
〕〔
五
穀
豊
饒
〕〔
子
孫
繁
栄
〕〔
未
来
永
劫
続

く
こ
と
へ
の
願
い
〕〔
富
貴
と
栄
華
〕
そ
し
て
〔
初
期
の
鍋
島
焼
〕
の
テ
ー
マ

に
分
け
て
紹
介
し
た
。

　

な
お
、
当
館
所
蔵
の
鍋
島
焼
の
多

く
は
、
大
阪
府
枚
方
市
で
耳
鼻
咽
喉

科
を
開
業
さ
れ
て
い
た
田
原
一
繁
・

元
子
夫
妻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
平
成

二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
一
括
寄

贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

 

（
杉
谷
香
代
子
）

平
成
三
十
一
年
二
月
十
六
日
〜
三
月
二
十
四
日

啓け
い

蟄ち
つ

！　

│
考
古
遺
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
│

　

欧
米
で
は
美
術
・
考
古
学
な
る
専
攻
を
持
つ
大
学
も
多
い
が
、
日
本
の
学
術

的
枠
組
み
で
は
美
術
史
学
は
伝
世
品
を
扱
い
、
考
古
学
が
出
土
遺
物
を
扱
う
。

美
術
館
の
収
蔵
品
が
美
術
作
品
だ
け
で
あ
る
の
は
自
明
の
こ
と
の
よ
う
で
、
実

は
そ
う
で
は
な
い
。
当
館
の
よ
う
に
日
本
・
東
洋
の
古
美
術
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
心
と
な
る
と
、「
美
術
品
」の
定
義
は
き
わ
め
て
曖
昧
で
あ
る
。
し
か
も
、

か
つ
て
当
館
が
主
体
と
な
っ
て
発
掘
調
査
ま
で
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
ど
れ

だ
け
の
方
が
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
は
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
考
古
遺
物
を
中
心
に
紹
介
す
る
こ
と
と

し
た
。
石
器
類
や
各
時
代
の
土
器
、
重
要
文
化
財
・
紀
吉
継
墓
誌
（
大
阪
・
妙

見
寺
）
な
ど
の
出
土
品
を
は
じ
め
、
前
近
代
の「
好
古
」の
格
好
の
資
料
と
し
て

藤
原
貞
幹《
集
古
図
》を
紹
介
し
た
。
塔
塚
古
墳
出
土
品
は
お
そ
ら
く
初
公
開
で

あ
る
。
ま
た
著
名
な
考
古
学
者
た
ち
の
収
集
品
や
箱
書

き
、さ
ら
に
は
関
連
す
る
近
代
以
降
の
絵
画
な
ど
も
あ

わ
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
で
モ
ゾ
モ
ゾ
と
し
た
美
術
と
考

古
学
の
曖
昧
な
境
界
を
表
現
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

金
工
品
な
ど
は
実
用
の
利
器
と
し
て
の
用
を
離
れ
る

と
、
一
度
土
中
し
て
程
よ
い
錆
を
ま
と
っ
た
も
の
の
ほ

う
が
愛
玩
の
対
象
と
な
り
や
す
い
。
無
論
こ
れ
を
装
う

贋
物
も
多
い
。
春
の
到
来
に
先
駆
け
て
土
の
中
か
ら
顔

を
出
し
た
歴
史
の
証
言
者
た
ち
。
そ
の
声
な
き
声
は
観

覧
者
の
耳
に
届
い
た
だ
ろ
う
か
。 

（
児
島
大
輔
）

≪色絵 毘沙門亀甲文皿≫鍋島焼
江戸時代・17世紀末～18世紀初
本館蔵（田原コレクション）

≪金銅 独鈷杵≫伝鳥取県倉吉市出土
平安時代・11世紀
本館蔵（田万コレクション）
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二
〇
一
九
年
二
月
一
六
日
〜
三
月
二
十
四
日

節
句
を
彩
る　

│
人
形
と
漆
工
│

　

本
展
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
雛
人
形
を
は
じ
め
と
す
る
、
京
都
を
中

心
に
製
作
さ
れ
た
人
形
を
展
示
し
た
。
人
形
製
作
の
本
場
で
あ
る
京
都
に
お
い

て
、
数
々
の
名
品
を
生
み
出
し
て
き
た
丸
平
・
大
木
平
藏
の
人
形
は
、
繊
細
な

造
形
と
華
麗
な
衣
裳
な
ど
が
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
端
午

の
節
句
で
飾
ら
れ
る
五
月
人
形
の
勇
壮
な
姿
や
、
節
句
に
ち
な
む
印
籠
・
根

付
・
杯
な
ど
の
漆
工
品
も
展
示
し
た
。

　

こ
の
う
ち
本
紙
で
取
り
上
げ
て
い
る
杯
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
名
を
馳
せ
た

蒔
絵
師
、
原
羊
遊
斎
（
一
七
六
九
│
一
八
四
五
）
と
、
同
時
代
に
活
躍
し
た
琳

派
の
絵
師
、
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
│
一
八
二
八
）
と
の
合
作
。
目
に
も
鮮
や

か
な
朱
漆
の
地
に
、
薄
肉
高
蒔
絵
で
五
節
句
に
ち
な
む
文
様
が
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
る
。
一
番
小
さ
な
杯
か
ら
順
に
、
桃（
三
月
三
日
）、
菖
蒲
と
蓬（
五
月
五
日
）、

梶
（
七
月
七
日
）、
稲
（
一
月
七
日
）、
菊
（
九
月
九
日
）
の
文
様
と
な
っ
て
い

る
。
花
の
裏
表
や
、
茎
の
根
元
か
ら
先
端
に
か
か
る
部
分
に
、
金
粉
と
青
金
粉

と
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
状
に
蒔
き
ぼ
か

し
て
お
り
、
草
花
の
表
情
を
繊
細
に
描

き
分
け
て
い
る
上
品
な
杯
で
あ
る
。

　

う
ら
ら
か
な
春
に
先
駆
け
、
心
躍
る

ハ
レ
の
日
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。

 

（
菊
地
泰
子
）

平
成
三
十
一
年
二
月
十
六
日
〜
三
月
二
十
四
日

都
市
を
描
く
│
洛
中
洛
外
図
と
名
所
図
会
│

　

本
展
示
は
、
近
年
新
た
に
寄
贈
を
受
け
た
「
洛
中
洛
外
図
」（
六
曲
一
双
）

を
紹
介
す
る
機
会
を
設
け
た
い
と
思
い
、
か
ね
て
よ
り
計
画
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
「
洛
中
洛
外
図
」
は
、
い
わ
ゆ
る
佛
教
大
学
本
系
統
の
も
の
で
、

現
存
す
る
同
系
統
の
「
洛
中
洛
外
図
」
が
20
件
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
り
、
江
戸

時
代
中
期
に
多
く
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
館
に
は
田
万
家

旧
蔵
本
と
し
て
知
ら
れ
る
江
戸
時
代
初
期
の
「
洛
中
洛
外
図
」
が
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
と
と
も
に
展
示
す
る
こ
と
で
両
者
の
相
違
点
を
紹
介
で
き
れ
ば
と

考
え
た
。

　

さ
ら
に
、
当
館
で
は
江
戸
時
代
後
期
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
「
名
所
図
会
」

の
ま
と
ま
っ
た
寄
託
を
受
け
て
い
る
。
京
都
を
紹
介
し
た
『
都
名
所
図
会
』
を

は
じ
め
、『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
や
『
花
洛
名
勝
図
会
』
な
ど
、
名
所
を
文
章

と
挿
絵
で
紹
介
し
た
「
名
所
図
会
」
も
ま
た
、「
洛
中
洛
外
図
」
の
よ
う
に
近

世
の
都
市
や
そ
の
周
辺
の
様
子
を
説
明
的
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
を

あ
わ
せ
て
展
示
す
る
こ
と
で
江
戸
時
代
の
都
市
の
諸
相
を
描
い
た
作
品
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
た
。
屏
風
と
冊
子
、
肉
筆
画
と
版

画
と
い
う
よ
う
に
両
者
は
大
き
く
異

な
る
が
、
一
つ
一
つ
の
名
所
に
注
目

す
る
こ
と
が
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
。

 
（
秋
田
達
也
）

≪洛中洛外図≫（右隻部分）
江戸時代
本館蔵（下村裕氏寄贈）

酒井抱一下絵・原羊遊斎作
《草花蒔絵五ツ組杯》
江戸時代後期
本館蔵（森コレクション）


